
 

主催   広島自治体問題研究所 広島市中区大手町5－16－18    ☎(082)241-1713 メール：hjitiken@urban.ne.jp 

６月５日（日）          

   １３：３０～１５：３０ 
 

 グリーンアリーナ地下小会議室 

広島県広島市中区基町４−１ - 082-502-3117 

と き 

ところ 富井 利安     

講師 広島大学 名誉教授 

 いま景観の価値が見直されているのは何故であろ

うか。 

 時世の空気はけっして明るいとはいえないのに。景

観を大切にすることは「人間性の否定することができ

ない文化的要求である」（西山夘三）という言葉の重

みを感じる。 

 景観に「ハマった」（傾注することになった）理由は

よくわからない。ただ、公害→環境（破壊）→景観（侵

害）は私には一つの線で結ばれているように見える

ので自ずとそうなったということかもしれない。このこ

とを「景観利益」と「裁判」というキーワードで探ってみ

たい。  

どなたでも参加できます  資料代 1000円 

● 事務局より 

 環境法の新たな展開が、市民運動

の高まりの中進んできました。 

 国立・鞆の浦判決が出された意義

を踏まえたとき、広島市のかき船問

題はこの課題に逆行するものと思わ

れ、講師に専門家の立場から、この

問題のもつ景観利益という視点から、

問題提起をお願いしました。 

 関心のある方の理論的確信に、お

役立てください 

―国立から鞆の浦、そしてかき船へ― 

広島自治体問題研究所 市民公開講座 

会場変更

（環境の日） 


